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岩 出 市 誕 生 ２ ０ 周 年

令
和
８
年
４
月
１
日
、
単

独
市
制
施
行
か
ら
20
周
年
を

迎
え
、
市
と
市
議
会
の
共
催

に
よ
り
、
４
月
19
日
、
岩
出

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

を
岩
出
市
民
総
合
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
関
係
者
な
ど

４
５
０
名
が
出
席
。
岩
出
市

コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
国

歌
斉
唱
、
市
民
歌
斉
唱
。
県

立
那
賀
高
等
学
校
の
生
徒
に

よ
る
市
民
憲
章
朗
唱
後
、
中

芝
市
長
の
式
辞
と
玉
田
議
長

の
挨
拶
で
、
20
年
間
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
制
施
行
20
周

年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
受
賞
者
表
彰
、
公
共
施

設
合
同
竣
工
式
、
来
賓
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
に

三
栖
副
議
長
の
閉
式
の
辞
で

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
第
２
部
と
し

て
岩
出
警
察
署
に
よ
る
講
演

と
和
歌
山
県
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
記
念
演
奏
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

現
在
の

議
会
広
報
常
任
委
員
会

市制施行２０周年記念  岩出市観光案内所完成記念式典

祝

いわで議会だより − 2 −いわで議会だより



去
る
４
月
１
日
に
岩
出
市

は
「
市
制
施
行
20
周
年
」
を

迎
え
ま
し
た
。

市
の
誕
生
か
ら
１
か
月
遅

れ
の
平
成
18
年
５
月
に
「
い

わ
で
市
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
。
平
成
22
年
９
月
に
「
い

わ
で
議
会
だ
よ
り
」
に
改
め
、

年
４
回
発
行
を
続
け
な
が
ら
、

今
回
の
発
行
で
第
80
号
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
「
手
に
取
っ
て
読

み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
」

を
目
標
に
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
愛
読
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の

議
会
広
報
常
任
委
員
会

祝 

い わ で 議 会 だ よ り

創刊20年

いわで市議会だより
 （第１号）の概要

①発行年月日
　平成１８年５月１日
②当時の議員定数
　　　１８名
③当時の人口・世帯数
　　　51,283 人
　　　18,910 世帯
④内容
　　平成１８年第１回定例会の報告
　　議案７１件、議員提出議案８件
　　一般質問で１２名が市政を問う
　　３常任委員会報告
　　意見書の提出２件
⑤議会だより編集委員会委員
　　　８名

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



令和８年第１回臨時会・第1回定例会議決結果
全会一致の議案等

案　　　件　　　名 結果
令和８年　第１回臨時会
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度岩出市一般会計補正予算第６号） 承認
専決処分の承認を求めることについて（令和７年度岩出市一般会計補正予算第７号） 承認
令和７年度岩出市一般会計補正予算（第８号） 可決
令和８年　第１回定例会
岩出市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 可決

岩出市行政手続条例の一部改正について 可決
職員の給与に関する条例の一部改正について 可決
岩出市人権尊重のまちづくり条例の制定について 可決
岩出市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可決
令和７年度岩出市一般会計補正予算（第９号） 可決
令和７年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決
令和７年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 可決
令和７年度岩出市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
令和７年度岩出市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決
令和８年度岩出市介護保険特別会計予算 可決
令和８年度岩出市墓園事業特別会計予算 可決
令和８年度岩出市水道事業会計予算 可決
令和８年度岩出市下水道事業会計予算 可決
岩出市農業委員会委員の任命について（14 名）
 勢

せ

田
た

 幸
こ う

治
じ

 氏、吉
よ し

村
む ら

 学
まなぶ

 氏、林
はやし

 光
て る

彦
ひ こ

 氏、亀
か め

井
い

 裕
ひ ろ

司
じ

 氏、村
む ら

山
や ま

 嘉
よ し

伸
の ぶ

 氏、新
し ん

崎
ざ き

 裕
や す

功
の り

 氏、辻
つ じ

 清
き よ

子
こ

 氏
 東

あずま

 由
ゆ

美
み

子
こ

 氏、奥
お く

田
だ

 喜
き

内
な い

 氏、福
ふ く

田
だ

 彰
て る

伯
の り

 氏、鳥
と

羽
ば

 孝
た か

幸
ゆ き

 氏、池
い け

田
だ

 恆
つ ね

雄
お

 氏、藤
ふ じ

井
い

 雅
ま さ

司
じ

 氏、岸
き し

谷
や

 忠
た だ

彦
ひ こ

 氏
同意

岩出市教育委員会委員の任命について（橋
は し

本
も と

 正
しょう

二
じ

朗
ろ う

 氏） 同意
所得税法第５６条の廃止及び関連条項の見直しを求める意見書の提出について 可決

賛否が分かれた議案等

案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団 創生岩出 郁 青 青

ク ラ ブ ネット岩出

玉
田
隆
紀

大
上
正
春

田
畑
正
昭

福
山
晴
美

西
野
峻
也

井
神
慶
久

三
栖
慎
太
郎

尾
和
正
之

牛
田
佑
佳

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

杉
本
直
哉

市
來
利
恵

令和８年　第１回定例会
岩出市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×
岩出市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

岩出市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

令和８年度岩出市一般会計予算 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
令和８年度岩出市国民健康保険特別会計予算 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×
令和８年度岩出市後期高齢者医療特別会計予算 可決 / 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×
※案件名は、正式議案名ではありません。
※物価高騰に対応する補正予算等を審議するため、２月１６日から３日間、令和８年第１回臨時会を開催しました。

いわで議会だより − 4 −いわで議会だより



福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員	 ６ページ

◎生成ＡＩに対する小中学校の教育方針について

◎第５１回衆議院議員総選挙について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員	 ７ページ

◎地震に伴って発生する通電火災を防ぐ感震ブレー

カーについて

◎児童生徒のＳＮＳ利用と安全対策について

田
た

畑
ばた

正
まさ

昭
あき

　議員	 ８ページ

◎環境問題の制度活用について

◎交流人口増加施策について

井
い

神
かみ

慶
よし

久
ひさ

　議員	 ９ページ

◎小中学校における生徒指導について

◎商業施設や駅前などに小中学生が集まっている状況

への対応について

◎小中学校における交通安全教育について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員	 10ページ

◎高齢者のスポーツ施設について

◎安心して赤ちゃんを産める環境づくりについて

◎防災への備え、充実強化を目指して

◎学用品などの保護者負担軽減について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員	 11ページ

◎岩出市の投票の状況について

牛
うし

田
だ

佑
ゆ

佳
か

　議員	 12ページ

◎避難行動要支援者名簿及び個別避難計画について

◎障害特性に応じた避難所対応について	

◎医療的ケアが必要な方の避難体制について	

令和８年第１回定例会（３月議会）

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを  

　　各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問
問7 人の議員が

市政を う

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

予算審査特別委員会
令和８年度岩出市一般会計予算を審査するため、３月１１日、１２日に開催し、慎重審査しました。

審査の結果、可決すべきものと決定し、３月１７日の本会議で報告いたしました。

予算審査特別委員（令和８年３月５日選任）

◎委員長　大上　正春　　〇副委員長　福岡　進二

　委　員　西野　峻也、　杉本　直哉、　尾和　正之、　牛田　佑佳

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る

　
　
　
　
　 

教
育
方
針
は

近
年
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
は
じ
め
と
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

が
急
速
に
普
及
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
環
境
や
生
活
に

も
既
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

質
　
問

①
小
中
学
校
に
お
い
て
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
児
童
生
徒
が
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
実
態
把
握
を
し
て
い

る
の
か
。

②
学
校
で
の
方
針
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
教
職
員
へ
の
生
成
Ａ
Ｉ
活

用
研
修
及
び
個
人
情
報
保
護

に
対
す
る
研
修
は
。

答
　
弁
　
教
育
長

①
今
の
と
こ
ろ
、
授
業
の
中

で
生
成
Ａ
Ｉ
は
使
用
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が

家
庭
で
所
持
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
の
生
成
Ａ
Ｉ

の
使
用
実
態
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。

②
現
在
、
岩
出
市
立
学
校
に

お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用
推

進
方
針
を
作
成
し
、
令
和
８

年
４
月
よ
り
運
用
を
開
始
す

る
予
定
。

③
教
員
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研

修
も
行
っ
て
い
く
。

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る

研
修
に
つ
い
て
は
、
岩
出
市

教
職
員
研
修
の
１
つ
と
し
て
、

令
和
６
年
12
月
、
令
和
７
年

11
月
の
２
回
、
学
校
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

再
　
質

　
問

令
和
８
年
度
の
取
組
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
計
画
は
。

答
　
弁
　
教
育
長

教
職
員
研
修
を
実
施
し
、

校
務
の
中
で
教
職
員
が
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

教
育
の
質
の
向
上
と
業
務
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
つ
い
て

質
　
問

①
総
選
挙
に
お
け
る
職
員
の

動
員
人
数
、
超
過
勤
務
時
間

の
総
時
間
は
。

ま
た
、
業
務
調
整
面
で
の

課
題
は
。

②
選
挙
事
務
の
委
託
及
び
期

日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
　
弁

　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

①
職
員
の
動
員
人
数

・
期
日
前
投
票
11
日
間
で
延

べ
１
７
４
人
。

・
投
開
票
日
当
日
１
６
２
人
。

当
日
以
外
の
準
備
期
間
を

含
め
た
超
過
勤
務
時
間
の
総

時
間
は
、
３
５
０
４
時
間
。

業
務
の
調
整
に
つ
い
て
は
、

通
常
業
務
に
は
極
力
支
障
が

な
い
よ
う
調
整
を
行
っ
て
い

る
が
、
選
挙
期
間
と
市
の
イ

ベ
ン
ト
や
自
然
災
害
等
が
重

な
っ
た
場
合
に
は
、
人
員
の

確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

②
令
和
６
年
10
月
執
行
の
衆

議
院
選
挙
か
ら
、
投
票
所
ス

タ
ッ
フ
の
一
部
に
民
間
事
業

者
を
活
用
し
、
今
回
の
衆
議

院
選
挙
で
も
、
総
勢
23
名
の

人
材
派
遣
を
契
約
し
た
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
の

増
設
に
つ
い
て
、
事
務
に
従

事
す
る
職
員
や
投
票
所
立
会

人
の
確
保
、
不
測
の
事
態
へ

の
迅
速
な
対
応
等
に
課
題
が

あ
る
た
め
、
現
状
で
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
、
期
日
前

投
票
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
務
の
民
間

事
業
者
の
活
用
拡
大
と
併
せ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

市役所１階の期日前投票所

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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感震ブレーカー設置に
補助を

入
学
式
で
の
注
意
喚
起
、
和

歌
山
弁
護
士
会
の
出
前
授
業
、

人
権
冊
子
配
布
な
ど
。

保
護
者
を
含
め
啓
発
。

再
　
質

　
問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
率
の
現
状
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
　
弁

　
教
育
部
長

児
童
生
徒
が
一
定
水
準
の

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ

け
る
支
援
と
、
保
護
者
へ
の

啓
発
と
し
て
不
適
切
サ
イ
ト

へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
取
組
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

児
童
生
徒
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
日

常
的
に
利
用
し
て
い
る
。

便
利
な
側
面
が
あ
る
が
、

子
ど
も
達
を
危
険
に
さ
ら
す

リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

質
　
問

①
児
童
生
徒
の
利
用
実
態
と
、

ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
等
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
。

②
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教

育
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
に
関

す
る
指
導
及
び
保
護
者
向
け

啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
利
用
割
合
は
、

・
小
学
校　

50
・
３
％

・
中
学
校　

89
・
５
％

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
連
絡
ア
プ
リ
で

誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
保

護
者
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
都
度
、
指
導
し
て
い
る
。

②
小
学
校
で
は
、
啓
発
チ
ラ

シ
の
配
布
、
携
帯
電
話
会
社

の
出
前
授
業
。
中
学
校
で
は
、

地
震
後
に
発
生
す
る
通
電

火
災
を
防
ぐ
た
め
の
有
効
な

対
策
と
し
て
、
全
国
的
に
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

質
　
問

①
通
電
火
災
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

②
通
電
火
災
防
止
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

③
設
置
に
当
た
り
補
助
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

①
過
去
の
震
災
等
に
お
い
て
、

電
気
関
係
に
よ
る
火
災
が
被

害
拡
大
の
一
因
に
な
っ
て
い

る
事
か
ら
、
危
険
性
が
高
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②
一
定
以
上
の
揺
れ
を
感
知

し
た
際
に
、
自
動
的
に
電
気

を
遮
断
す
る
も
の
で
あ
り
、

通
電
火
災
防
止
に
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
市
独
自
の
補
助
制
度
を
導

入
す
る
予
定
は
な
い
。

再
　
質

　
問

地
震
発
生
直
後
に
ブ
レ
ー

カ
ー
の
操
作
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
や
要
配
慮
世
帯
な
ど

を
対
象
に
、
モ
デ
ル
的
に
補

助
制
度
を
導
入
し
て
は
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

県
内
、
他
市
町
の
状
況
を

見
る
と
、
要
配
慮
者
が
属
す

る
世
帯
を
対
象
に
、
補
助
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

今
後
、
要
配
慮
者
が
属
す

る
世
帯
に
対
す
る
補
助
と
い

う
と
こ
ろ
も
含
め
、
他
市
の

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

家を留守にしているとき

参考）日本火災学会誌
「2011年東日本大震災火災等調査報告書」より作成

その他

ケース 1

感震ブレーカー等の電気遮断範囲
家中の電気を一括遮断 接続した機器のみを遮断

※3 主幹ブレーカーにセンサーが内蔵されている仕様。または、盤内外に設置した、センサーが内蔵された機器と主幹ブレーカーを専用電線で接続し、擬似漏電信号を送ることで主幹ブレーカーを動作させる仕様
※4 住宅に形成されているアース回路に対して、意図的に漏電を発生させることで住宅盤の主幹ブレーカーを動作させる仕様

感震ブレーカーは、延焼危険性や避難困難度が特に高い「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域（※5）」及び「防火地域・準防火地域（※6）」において、
緊急的・重点的な普及促進が必要とされています。

東日本大震災における
火災の発生原因

ぼうさい
応援キャラクター
なまぼ～
好きな言葉は
「備えあれば
患いなし」

揺れにより
電気ストーブが
スイッチオン状態に。
洗濯物が電気ストーブに
覆いかぶさり着火!

停電後、復電するときケース 2

半抜けになっていた
コンセントから
火花が発生。
周囲の可燃物、ホコリ
などに着火!

大きな地震のあとには、電気に起因した
火災が多く発生しています

分電盤タイプ 簡易タイプ コンセントタイプ

「内蔵センサー」で
遮断 (※3)

感震装置が
外付けされたもの

「おもり落下」で
遮断

46%54%

電気関係

停電状態となり、
対処に追われる

外出時に地震発生…
家には誰もおらず、
どうなっているか心配…

「バネ作動」で
遮断

「内蔵センサー」
で遮断(※4)

「内蔵センサー」
で遮断

感震装置が
内蔵されたもの

感震ブレーカー等の設置を推進するためのルール整備が進んでいます

感震ブレーカー等の設置は、不在時やブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。
また、家電製品や電源ケーブルなどの安全を確認した後に復電できるため、安心して電気の使用を再開できます。
※1 アンペアブレーカーや漏電ブレーカーと異なります。 ※2 ブレーカー遮断までの時間や作動する震度を変更できるタイプもあります。詳しくは各社ホームページをご参照ください。

「感震ブレーカー等（※1）」は、震度5強相当以上の揺れを感知した際（※2）に、
ブレーカーやコンセントなどの電気を自動的に止める器具です。

※5 地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に優先的に取り組むべきとして自治体が指定した地域のことです。
（詳細については、大規模地震時の電気火災抑制策の方向性について（報告）（平成３０年３月）を参照してください。）

※6 都市計画法に基づく「防火地域・準防火地域」のことです。
※7「内線規程」とは、電気需要場所における電気設備の保安を確保することを目的として作成された民間規格です。

設計､施工についての技術的な事項をすべて包含し、これをわかりやすく記述したもので、（一社）日本電気協会需要設備専門部会において作成されました。

内線規程（※7）において、感震ブレーカー（分電盤タイプ）の「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域」の全ての住宅等及び
「防火地域・準防火地域」の住宅等への設置が勧告的事項、それ以外の住宅等への設置が推奨的事項となっています。

国の啓発チラシ

このチラシに関するお問合せ先  内閣府政策統括官（防災担当）TEL :  03-5253-2111（大代表）
ホームページ  :  https://www.bousai.go.jp/jishin/kanshin_breaker.html

感震ブレーカー等の設置に際しては、急に電気が止まっても困らないための対策と合わせて取り組むことが必要です。
・生命の維持に直結するような医療用機器を設置している場合、停電に対処できるバッテリー等を備えてください。
・夜間の照明確保のために、停電時に作動する足元灯や懐中電灯などの照明器具を常備しましょう。
耐震対策等と合わせて取り組むとさらに効果的です。
・避難路の確保等のために、建物の耐震化や家具の転倒防止等に取り組みましょう。
・復電する場合には、事前にガス漏れ等がないことの確認や、電気製品の安全の確認を行ってください。
・仮に復電後、焦げたような臭いを感じた場合には、直ちにブレーカーを遮断し、再度安全確認を行いましょう。原因が分からない場合には電気の使用を見合わせることが必要です。
・定期的な作動性能の確認や、必要に応じて部品等の交換を行いましょう。
・蓄電池を設置した住宅については、感震ブレーカーを設置した場合であっても、通電する仕様となっている場合があります。

地震発生時に蓄電池から供給される電気についても停止することが望ましい場合がありますので、ご留意ください。

「内蔵センサー」で
遮断

（一財）日本消防設備安全センターによる

の推奨品はコチラ

※自治体で感震ブレーカーに関する補助を行っている場合があります。詳しくは、お住まいの自治体ホームページ等をご確認ください。

感震装置が
外付けされたもの

「内蔵センサー」
で遮断

「内蔵センサー」で
遮断

感震装置が分電盤に内蔵されたもの、外付けさ
れたものに大別される。センサーが揺れを検知
し、主幹ブレーカーを落とすことで家中の電気
を一括遮断する。

特 

徴
特 

徴
特 

徴
特 

徴

分電盤に直接設置する。おもり
の落下、バネの作動によって主
幹ブレーカーを落とすことで 
家中の電気を一括遮断する。

コンセントに設置する。機器の
センサーが揺れを検知し、意
図的に漏電を発生させ漏電ブ
レーカーを作動させることで
家中の電気を一括遮断する。

コンセントに設置する。内蔵され
たセンサーが揺れを検知し、機器
に接続した電熱器具等のみを対
象に電気を遮断する。

安心できる工務店・メーカー等に
相談してみましょう

分電盤タイプが思ったより高額で手が出ない…
住宅分電盤に感震装置が追加できない･･･
こういった場合は簡易タイプ・コンセント
タイプも検討してみましょう

NEXT S T E P NEXT S T E P NEXT S T E P

詳しくは
コチラ

感震ブレーカー等の選び方
ご家庭にどのタイプが合致するか以下のフローチャートを目安に検討してみましょう。

● 製品の取扱説明書の記載に沿って
動作確認をしてみましょう。

● 下部に記載しました
「事前対策・留意事項」をご確認ください。

※下記フローチャートは各タイプの推奨順を示すものではございません。

感震機能付住宅用分電盤・
感震装置認定品リスト（最新版）

ない

あるできる

NEXT 
S TEP

自宅に災害時でも電気を止めてはいけない
機器があるか？

スタート
START

自宅の分電盤に感震ブレーカーがついているか？
分電盤は、住宅の玄関、廊下、洗面所、キッチンなどに設置されることが多いです。
ご自宅の分電盤には感震機能がついているか、「感震機能付住宅用分電盤・感震装置 
認定品リスト」を参照してご確認ください。

確
認
方
法

「ある」
人の例

バッテリーを備えていない医療用機器を使用しており、
急に電気を遮断することが命に関わる方 など

①住宅用分電盤に感震装置がついているか
②住宅用分電盤の近傍に

増設型の感震ブレーカーが
ないか

コンセントタイプ簡易タイプ分電盤タイプ

事
前
対
策・留
意
事
項

ついている ついていない

できない

分電盤の買い換え/機能追加ができるか？
「できる」人の例 持家の方（非賃貸）、住宅購入を検討中の方など

「バネ作動」で
遮断

「おもり落下」で
遮断

コンセントタイプ簡易タイプ

メーカーの製品を見て
購入を検討してみましょう

メーカーの製品を見て
購入を検討してみましょう

感震装置が
内蔵されたもの

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



環境価値による
　　　　 財源活用を

て
の
考
え
は
。

答
　
弁

　
市
長
公
室
長

　

観
光
案
内
所
で
、
根
来
地

域
を
目
的
に
来
訪
し
た
方
へ

市
全
体
の
周
遊
や
消
費
に
つ

な
が
る
行
動
を
後
押
し
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
収

集
し
た
市
内
の
情
報
を
観
光

協
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た

り
、
案
内
所
へ
訪
れ
た
方
が

触
れ
る
情
報
で
協
力
隊
や
地

域
と
繋
が
っ
て
も
ら
う
。

現
在
、
本
市
で
活
用
し
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
も
、

観
光
案
内
所
と
連
携
し
、
来

訪
者
に
も
周
知
し
交
流
人
口
、

関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
。

交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
へ

本
市
は
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
や
観
光
案
内
所

整
備
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

国
は
、
居
住
地
と
は
別
に
、

関
係
の
あ
る
地
域
を
登
録
す

る
、
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
応
援
し
た

い
自
治
体
を
登
録
し
、
観
光

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
受
け
取
り
、
そ
の
地
域
と

継
続
的
に
つ
な
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

質
　
問

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

増
加
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
導
入
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

当
該
制
度
は
国
に
お
い
て

検
討
中
で
あ
り
、
詳
細
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

制
度
内
容
や
費
用
規
模
等
が

示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

再
　
質
　
問

観
光
案
内
所
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
既
存
施
策
を
活
用
し
、
交

流
人
口
を
関
係
人
口
へ
つ
な

げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

本
市
は
、
公
共
施
設
の
蛍

光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
み
、

Ｃ
Ｏ

２

削
減
な
ど
環
境
施
策

が
図
ら
れ
て
い
る
。

国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
を
目
指
し
、
Ｊ
―
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
を
創
設
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
施
設
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
設
備
の
導
入

な
ど
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
国
が
認
証

し
、
企
業
と
取
引
す
る
こ
と

で
新
た
な
財
源
確
保
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

質
　
問

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で

Ｃ
Ｏ

２

削
減
量
を
認
定
し
、

企
業
へ
売
却
す
る
考
え
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

第
５
次
岩
出
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、

Ｃ
Ｏ

２

削
減
目
標
の
達
成
を

優
先
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
制
度
活
用
に
は
専

門
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、

委
託
料
も
多
大
で
あ
る
た
め
、

費
用
対
効
果
か
ら
現
段
階
で

活
用
予
定
は
な
い
が
、
先
行

自
治
体
の
事
例
や
公
共
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
よ
る
削
減

効
果
を
踏
ま
え
、
制
度
活
用

の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

再
　
質

　
問

本
市
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
抑
え
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
焼
却
炉
改
修
も
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
Ｊ
―
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
の
対
象
と
な
る
可

能
性
は
な
い
の
か
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
基

幹
的
改
良
設
備
工
事
は
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業

費
等
補
助
金
を
活
用
し
て
お

り
、
補
助
金
要
綱
で
認
め
ら

れ
て
な
い
た
め
Ｊ
―
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
は
活
用
で
き
な
い
。

田
た

畑
ばた

　正
まさ

昭
あき

 議員
（公明党議員団）
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近
年
、
学
力
向
上
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
等
が
注
目
さ
れ
る
一

方
で
、
基
本
的
な
挨
拶
、
ま

た
、
会
釈
や
お
辞
儀
、
相
手

を
気
遣
う
言
葉
等
、
基
本
的

な
礼
儀
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

挨
拶
は
人
と
人
と
を
つ
な

ぐ
最
も
基
本
的
な
行
為
で
あ

り
、
社
会
性
や
思
い
や
り
を

育
て
る
第
一
歩
で
あ
る
。
学

校
で
の
挨
拶
が
家
庭
や
地
域

で
の
関
係
を
育
み
、
将
来
の

社
会
生
活
に
つ
な
が
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
重
要
性
を
示
唆
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
生
へ
の
生
徒
指
導
は

質
　
問

商
業
施
設
や
駅
前
な
ど
に

小
中
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る

状
況
へ
の
指
導
・
対
応
は
。

質
　
問

①
小
中
学
校
に
お
け
る
挨
拶

等
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
教
育

の
方
針
は
。

②
先
生
方
の
共
通
認
識
は
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
た
取
組
は
。

答
　
弁

　
教
育
部
長

①
②
挨
拶
が
な
ぜ
必
要
な
の

か
を
、
円
滑
な
人
間
関
係
を

築
く
た
め
の
社
会
に
必
要
な

ス
キ
ル
と
し
て
捉
え
、
道
徳

や
特
別
活
動
で
指
導
す
る
事

を
各
学
校
で
共
通
認
識
し
方

針
と
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
合
同
清
掃
や
、

登
下
校
の
際
に
地
域
や
保
護

者
の
方
々
と
挨
拶
を
交
わ
す

こ
と
が
浸
透
し
て
い
る
。
挨

拶
等
の
マ
ナ
ー
教
育
を
含
め
、

教
育
は
学
校
で
す
る
も
の
と

い
う
固
定
概
念
を
打
破
し
、

家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

答
　
弁

　
教
育
部
長

各
学
校
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
商
業
施
設
で
の
迷
惑
行

為
の
類
に
値
す
る
苦
情
は
最

近
認
識
し
て
い
な
い
。
駅
前

の
駐
輪
場
で
集
ま
っ
て
い
る

場
合
は
教
員
が
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

夜
間
や
休
日
の
補
導
・
指

導
は
警
察
が
担
う
こ
と
と
な

る
。
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

青
少
年
の
補
導
・
啓
発
に
よ

る
非
行
防
止
対
策
に
努
め
て

い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
交
通

安
全
教
育
に
つ
い
て

質
　
問

①
自
転
車
の
交
通
安
全
教
育

の
内
容
は
。

②
道
路
交
通
法
改
正
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
、

子
ど
も
達
に
理
解
さ
せ
て
い

る
の
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
教
育
計
画
の
中
で
学
校
安

全
計
画
を
作
成
。
岩
出
警
察

署
の
協
力
を
得
て
道
路
の
歩

き
方
や
自
転
車
の
乗
り
方
等

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

交
通
安
全
教
室
を
実
施
。

②
小
学
校
で
は
、
罰
則
規
定

の
内
容
よ
り
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
も
含
め
、
自
転
車
に

乗
る
時
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

徹
底
し
て
指
導
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
学
級
・
学

年
単
位
や
部
活
動
単
位
で
も

自
転
車
の
ル
ー
ル
が
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

指
導
を
し
て
い
る
。
16
歳
未

満
は
青
切
符
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
が
、
交
通
違
反
の
認

知
が
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

に
よ
る
指
導
警
告
が
あ
る
こ

と
も
指
導
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の

　
　
　
生
徒
指
導
に
つ
い
て

ＪＲ岩出駅前

井
い

神
かみ

　慶
よし

久
ひさ

 議員
（創生岩出）
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防
災
へ
の
備
え
の
充
実
を

質
　
問

①
避
難
所
及
び
福
祉
避
難
所

ご
と
の
個
別
運
営
計
画
は
、

策
定
し
て
い
る
か
。

②
大
規
模
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
多
く
の
外
部
支

援
が
入
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
自
衛
隊
・
医
療
支
援
チ

ー
ム
な
ど
の
活
動
拠
点
と
な

る
場
所
の
確
保
は
、
ど
の
施

設
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

③
備
蓄
物
資
は
、
災
害
時
に

迅
速
に
避
難
所
へ
搬
送
し
、

被
災
者
へ
届
け
る
体
制
が
重

要
。
搬
送
や
配
布
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
体
制
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

④
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た

め
に
は
、
地
域
の
担
い
手
の

育
成
が
重
要
。
日
本
防
災
士

機
構
が
認
証
す
る
防
災
士
の

登
録
制
度
を
整
え
て
い
る
自

治
体
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

登
録
制
度
導
入
の
考
え
は
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

①
避
難
所
に
お
け
る
運
営
体

制
や
役
割
分
担
を
定
め
た
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
。
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
小

中
学
校
に
お
け
る
岩
出
市
避

難
所
開
設
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
定
め
て
い
る
。

②
自
衛
隊
は
、
若
も
の
広
場

や
市
民
総
合
体
育
館
駐
車
場

な
ど
を
活
動
拠
点
に
。　

医
療
支
援
チ
ー
ム
は
、
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
、
災
害
対
策
活

動
拠
点
整
備
事
業
を
進
め
る
。

③
市
職
員
並
び
に
協
定
締
結

事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
防
災
士
の
活
動
は
、
地
域

の
自
主
的
な
取
組
と
し
て
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
登
録
制
度
を

設
け
て
管
理
す
る
仕
組
み
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

再
　
質
　
問

①
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
障
が
い
に
合
わ
せ
た
、

部
屋
分
割
、
部
屋
の
役
割
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

②
備
蓄
の
乳
幼
児
に
必
要
な

粉
ミ
ル
ク
が
１
か
所
に
集
中

し
て
い
る
。
分
散
す
る
考
え

は
。

③
防
災
士
と
し
て
知
り
得
た

情
報
や
、
学
び
を
市
民
に
伝

え
る
活
動
な
ど
が
重
要
と
な

る
。
管
理
と
い
う
考
え
で
は

な
く
、
協
力
と
い
う
形
で
の

登
録
制
度
を
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

①
具
体
的
に
は
で
き
て
い
な

い
。
福
祉
避
難
所
の
所
管
課

を
中
心
に
、
今
後
検
討
す
る
。

②
分
散
備
蓄
を
検
討
す
る
。

③
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に

防
災
士
の
力
、
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

勉
強
し
て
い
く
。

安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を

産
め
る
環
境
を

質
　
問

①
一
年
間
の
出
産
件
数
は
。

そ
の
う
ち
無
痛
分
娩
で
出
産

し
た
件
数
は
。

②
無
痛
分
娩
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
は
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
。

③
無
痛
分
娩
に
対
す
る
助
成

支
援
制
度
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
令
和
７
年
４
月
か
ら
令
和

８
年
１
月
末
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
は
２
７
７
人
。

そ
の
う
ち
、
無
痛
分
娩
は

30
人
で
10
・
８
％
。

②
近
隣
８
医
療
機
関
中
４
か

所
の
医
療
機
関
が
無
痛
分
娩

に
対
応
。

③
現
在
の
と
こ
ろ
助
成
す
る

考
え
は
な
い
。

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
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動き出す岩出市
　　　　その内容は

こ
の
課
題
は
、
全
国
の
多

く
の
自
治
体
で
一
般
質
問
さ

れ
て
お
り
、
本
市
で
も
同
様

に
声
を
届
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
市
民
の
関
心
事

項
で
あ
り
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。

日
本
は
、
国
民
が
主
権
を

持
っ
て
い
る
民
主
主
義
国
家

で
あ
り
、
選
挙
は
、
私
た
ち

国
民
が
政
治
に
参
加
し
、
主

権
者
と
し
て
、
そ
の
意
思
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
最
も
重
要
か
つ
基
本

的
な
機
会
で
あ
る
。

な
ぜ
、
投
票
率
が

低
い
の
か

質
　
問

岩
出
市
の
投
票
の
状
況
に

つ
い
て

①
投
票
率
に
関
す
る
市
の
見

解
は
。

②
投
票
率
向
上
へ
の
取
組
は
。

③
期
日
前
投
票
所
の
現
状
と

今
後
の
課
題
は
。

④
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

な
ど
へ
の
支
援
や
手
段
は
。

⑤
意
思
の
表
明
が
困
難
な
方

へ
の
対
応
は
。

⑥
期
日
前
投
票
所
や
投
票
所

に
対
す
る
市
民
の
意
見
は
。

備
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、

投
票
事
務
の
民
間
事
業
者
の

活
用
拡
大
や
、
期
日
前
投
票

所
の
増
設
に
つ
い
て
研
究
す

る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

答
　
弁

　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

①
②
２
月
の
衆
院
選
で
の
投

票
率
は
50
・
98
％
で
、
県
内

９
市
で
最
も
低
い
数
字
で
あ

り
、
投
票
率
向
上
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
前
回
か
ら

３
・
21
％
の
増
。

商
業
施
設
で
の
啓
発
活
動
、

投
票
を
呼
び
か
け
る
市
内
放

送
や
メ
ー
ル
配
信
、
小
学
校

で
の
模
擬
投
票
の
実
施
な
ど

の
効
果
と
考
え
る
。

③
期
日
前
投
票
は
市
役
所
本

庁
舎
の
一
か
所
の
み
で
、
２

月
の
衆
院
選
で
は
投
票
者
数

全
体
の
45
％
で
あ
り
、
受
付

に
待
ち
時
間
の
発
生
や
投
票

所
内
の
混
雑
、
投
票
に
支
障

が
出
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
応

す
る
人
員
確
保
が
課
題
。

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
努
め
て

お
り
、
記
入
が
困
難
な
方
に

は
、
職
員
が
代
筆
し
て
い
る
。

⑤
意
思
が
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
最
終
的
に
投
票
の
意

思
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
う
。

答
　
弁

　
市
長

本
市
の
投
票
率
は
、
県
内

他
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と

低
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
投
票
率
向
上
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
き
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
無
関
心

層
へ
の
効
果
的
な
対
策
と
な

っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
月
に

行
わ
れ
た
衆
院
選
で
は
、
投

票
率
が
前
回
を
上
回
っ
て
お

り
、
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

今
後
は
、
す
べ
て
の
世
代

が
投
票
に
行
け
る
、
ま
た
、

行
き
た
い
と
思
え
る
環
境
整

⑥
期
日
前
投
票
所
の
増
設
や

近
く
に
投
票
所
を
設
置
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

再
　
質
　
問

①
何
人
の
議
員
が
投
票
所
増

設
の
質
問
を
し
た
の
か
。

②
投
票
所
増
設
・
期
日
前
・

当
日
・
移
動
式
、
投
票
率
向

上
に
向
け
た
対
策
は
。

答
　
弁
　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

①
令
和
７
年
中
開
催
さ
れ
た

議
会
で
４
名
の
議
員
。

②
コ
ス
ト
の
課
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
。

増
設
が
、
投
票
率
向
上
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

各地区公民館等が投票所となっている

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）
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要支援者
　 避難体制の強化

課
題
共
有
や
災
害
時
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
議
論
し
て
お

り
、
物
資
確
保
や
連
携
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

再
々
質
問

人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
場
合
、
早
期
の
避

難
判
断
が
必
要
。
避
難
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
情
報
提
供
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

市
内
放
送
や
メ
ー
ル
配
信

等
で
の
情
報
提
供
に
加
え
、

医
療
機
関
や
当
事
者
団
体
等

と
連
携
し
情
報
を
共
有
。
医

師
や
訪
問
看
護
師
等
で
緊
急

連
絡
網
を
構
築
し
、
体
制
を

整
え
る
と
聞
い
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
方
の
避
難
体
制

人
工
呼
吸
器
な
ど
生
命
維

持
に
医
療
機
器
を
使
用
す
る

場
合
も
あ
り
、
停
電
や
医
療

物
資
の
不
足
時
、
生
命
維
持

に
重
大
な
影
響
が
生
じ
る
。

質
　
問

①
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

の
避
難
先
は
。

②
人
工
呼
吸
器
な
ど
医
療
機

器
に
必
要
な
電
源
の
確
保
は
。

答
　
弁

　
生
活
福
祉
部
長

①
避
難
先
は
、
個
別
避
難
計

画
の
作
成
に
合
わ
せ
調
整
。

利
用
施
設
等
へ
の
直
接
避
難

を
優
先
し
、
遠
方
の
場
合
は

市
内
施
設
等
を
調
整
。

②
非
常
用
電
源
を
備
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
。
市
で

は
対
象
者
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
電

源
等
の
給
付
を
実
施
。
県
で

は
電
源
確
保
事
業
を
実
施
。

再
　
質
　
問

医
療
物
資
の
備
蓄
や
、
医

療
機
関
と
の
連
携
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る

那
賀
薬
剤
師
会
と
連
携
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

那
賀
圏
域
の
連
携
会
議
で

障
害
特
性
に
応
じ
た

避
難
所
対
応

　

一
般
的
な
避
難
所
環
境
で

過
ご
す
事
が
難
し
い
場
合
も

想
定
。
障
害
特
性
に
応
じ
た

支
援
体
制
の
確
保
が
重
要
。

質
　
問

障
害
特
性
に
よ
っ
て
必
要

な
支
援
が
異
な
る
。
受
入
体

制
の
確
保
は
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

南
庁
舎
前
に
建
設
予
定
の

災
害
対
策
活
動
拠
点
を
一
時

避
難
所
と
し
て
検
討
。

再
　
質
　
問

配
慮
を
要
す
る
方
へ
の
対

応
強
化
に
向
け
た
考
え
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
善
に
努
め
る
。

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
方

へ
の
対
応
と
し
て
、
個
別
ス

ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
テ
ン

ト
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
令

和
８
年
度
予
算
で
計
上
し
た
。

再
々
質
問

福
祉
避
難
所
は
要
配
慮
者

の
受
入
を
基
本
と
し
、
介
助

者
等
の
同
伴
を
想
定
。
家
族

で
避
難
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
。

答
　
弁

　
生
活
福
祉
部
長

指
定
福
祉
避
難
所
で
は
、

保
護
者
や
家
族
が
付
き
添
っ

て
避
難
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
想
定
。

災害時に福祉避難所となる総合保健福祉センター

避難行動要支援者のフロー図

牛
うし

田
だ

　佑
ゆ

佳
か

 議員
（郁青青クラブ）

 

【障害特性ごとの福祉避難所】

総合保健福祉センター 知的・発達・精神障害

岩出地区公民館
桜台地区公民館

聴覚障害

山崎地区公民館
根来地区公民館

肢体障害

上岩出地区公民館
紀泉台地区公民館
船山地区公民館

視覚障害
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発議には意見書の提出や条例の改正などがあり、「こんな仕組みに

したい！」などの提案を話し合うために議案として提出します。

発　 議 発議とは、議員または委員会が議案を提出することです。

詳細はこちら

発議第１号	 所得税法第５６条の廃止及び関連条項の

	 見直しを求める意見書の提出について

全会一致により可決し、意見書を国の関係機関に提出しました。

　（要旨）

配偶者などの家族従業者の働き分である自家労賃を経費として認めない
ことを規定した所得税法第５６条が制定された昭和２５年当時と比べると、
女性の社会的進出や家族観など社会通念も大きく変化した今日、伝統的な法
解釈だけで合理的な判断を下すことが困難な時代背景となっています。
また、所得税法第５７条では、青色申告の特典として家族従業者の給与を

必要経費に算入することが認められていますが、いわゆる白色申告において
は認められない制度の矛盾があります。
よって、家族従業者の社会的地位向上及び人権の保障を目的として、所得

税法第５６条の廃止と関連条項の見直しを求める意見書を提出します。

（提出先）

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
　厚生労働大臣

意 見 書

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −
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★ 令和８年第２回定例会（６月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

携帯電話・スマートフォンなどの 
バーコードリーダーで読み取ると
議会ウェブサイトにアクセスできます。

岩出市議会岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/site/gikai/

市議会ウェブサイト

●第２回定例会（６月議会）日程
午前9時30分から

 ６月11日（木） 行政報告･議案説明

17日（水） 質疑・委員会付託

25日（木） 討論・採決

29日（月） 一般質問

30日（火） 一般質問

議会広報常任委員会

「手に取って 読みたくなる 議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長  三栖慎太郎　 副委員長  市來利恵　 委員  福山晴美　西野峻也　杉本直哉　大上正春　牛田佑佳

６月１１日（木）の本会議は、午前９時３０分

から旧和歌山県議会議事堂（根来２３４７-２２）

で開会します。ぜひ傍聴にお越しください。

なお、６月１７日（水）以降の本会議は、午

前９時３０分

から、岩出市

役所の市議

会議場で開

きます。

皆
さ
ん
は
、
同
時
に
複
数
の
頼
み
ご
と
を
さ
れ
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
。
児
童
会
の
仕
事
を
通
じ
て
、
そ

の
場
の
状
況
に
応
じ
て
正
し
い
判
断
が
で
き
る
大
人

に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

目
標
に
向
け
て
頑
張
る
中
で
、
分
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
事
で
す
。
情
報
が
あ
い
ま
い
だ
と
、

正
確
な
判
断
は
下
せ
な
い
と
痛
感
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
焦
ら
な
い
事
で
す
。
何
事
も
落
ち
着
い
て
考
え
る
事
で
、
よ

り
良
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
二
つ
を
意
識
し
て
、
理
想
の
大
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
で
す
。

岩
出
小
学
校

　
６
年

　
上う

え

田だ

　
知と

も

樹き 

さ
ん

僕
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
で
す
。

僕
は
野
球
が
大
好
き
で
、
毎
日
練
習
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
試
合
で
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
と
き
、
応
援
し

て
く
れ
て
る
人
た
ち
が
喜
ん
で
る
の
を
見
る
と
、
も
っ

と
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
の
試
合
を
見
に
行
く
と
沢
山
の
人
達
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
す
る
と
観
客
が
大
き
な
声
で
喜
ん
で
い
て
、
そ
の
様

子
を
見
て
僕
も
こ
ん
な
ふ
う
に
人
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
選
手
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
続
け
て
、
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
見
て
い
る
人
を
楽
し
く
さ
せ
ら
れ
る
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。

山
崎
小
学
校

　
６
年

　
石い

し

川か
わ

　
哲て

っ

大た 

さ
ん


